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含
招
き
そ
う
で
あ
る
。

酷
　
個
人
の
貯
蓄
率

輪
（収
入
か
ら
貯
蓄
に

来
年
４
月
、給
付
調
整
が
開
始
予
定

現
役
時
代
は

一
生
懸
命
働

き
、
老
後
は
悠
々
白
適
に
趣

味
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
自

由
に
暮
ら
す
。

こ
の
よ
う
な

理
想
的
な
暮
ら
し
が
難
し
く

な

っ
て
い
る
。

老
後

生

活

を
支

え
る
の

は
、
公
的
年
金
や
企
業
年
金

・

個
人
年
金
の
よ
う
な
私
的
年

金
、
そ
し
て
個
人
の
貯
蓄
で

あ
れ

公
的
年
金
は
２
０
１

３
年
か
ら
給
付
水
準
の
削
減

が
行
わ
れ
て
お
り
、
企
業
年

金
は
適
格
退
職
年
金
の
廃
止

に
伴

い
普
及
率
が
低

下
し
、

加
入
者
は
減
少
し
た
。

そ
の
後
、
確
定
給
付
企
業

年
金
や
確
定
拠
出
年
金
は
、

加

入
者
が
増

加

し

て

い
る

が
、
今
後
、
厚
生
年
金
基
金

の
縮
小
が
控
え
て
お
り
、
全

体
と
し
て
加
入
者
の
減
少
を

け
回
す
割
〈３
も
塁
削

師
は
２
ケ
タ
台
で
あ
っ

た
が
、
近
年
で
は
低

下
傾

向

で
、

１２

年

に
は
１
％
に
下
が

っ

た
。
幸

い
今
年
の
春

闘
で
、
多
く
の
企
業

が
賃
上
げ
を
行

っ
た

が
、
非
正
規
雇
用
の

増
加
、
物
価
の
上
昇

も
あ
り
、
貯
蓄
の
効

果
は
限
ら
れ
る
。
老

後
生
活
に
と
っ
て
今

後
も
厳
し
い
現
実
が

待
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
公
的

年

金

や
私

的

年

金

の
現

状

と
今

後

の

予
想
さ
れ
る
動
き
を
紹
介
し

た
い
。

公
的
年
金

に
つ
い
て
は
、

‐２

年

に
法
律
改

正
が
行

わ

れ
、
様
々
な
見
直
し
が
す
で

に
実
施
さ
れ
た
か
、
予
定
さ

れ
て
い
る
。

今
年
４
月
に
は
産
体
中
の

保
険
料
負
担
免
除
、
遺
族
基

礎
■

釜
の
父
二

含

た
へ
の
拡

大

な
ど

が
実
施

さ

れ
、
今

後

１５

年

Ю

月

に
は
、
受
給

資
格
期
間

の
短
縮

（
２５

年

↓

１０
年
）
、
共
済
年
金

の
厚

生
年
金

へ
の
統
合
、

１６

年

１０

月
に
は
、
短
時

間
労
働

者

に
対
す

る
被

用
者
保
険

（
厚
生
年
金
、
健
康
保

険
）

の
適
用
拡
大
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

公
的
年
金
の
モ
デ
ル
給
付

額
は
、
夫
婦
２
人
で
国
民
年

金
、
厚
生
年
金
を
合
計
し
て

月
額
約

２３

万
円
。
老
後

に

必
要
な
額

で
あ

る
約

２２

万

円
～

２８

万
円
に
若

干
不
足

す
る
。
ゆ
と
り
あ
る
生
活
に

は
、

３６

万
円
～

３９

万
円
が

必
要
と
言
わ
れ
る
。
欧
米
の

例
を
参
考
に
す
る
と
、
老
後

の
生
活
費
は
退
職
時

の
収
入

の
７
割
程
度
が
必
要
と
も
言

わ
れ
る
。

そ

の
中

で
、

１５

年

４
月

に
、

マ
ク

ロ
経
済

ス
ラ
イ
ド

と
い
う
少
子
高
齢
化
の
進
行

に
合
わ
せ
た
給
付
調
整
が
開

始
一〓

た
で
あ
る
。
公
的
塞

は
、
物
価
や
賃
金
の
上
昇
が

あ
れ
ば
上
が
る
が
、
今
後
、

物
価
や
賃
金
が
多
少
上
が

っ

て
も
、
金
額
は
さ
ほ
ど
増
え

な
い
だ
ろ
う
。

企
業
年
金
に
つ
い
て
は
、
上

表
の
よ
う
に
、
確
定
給
付
企

業
年
金
や
確
定
拠
出
制
度
は

拡
大

し
て
い
る
が
、
厚
生
年

金
基
金
は
、
１４

年

４
月
に
施

行
さ
れ
た
厚
生
年
金
保
険
法

の
改
正
に
よ
り
、
新
設
は
認

め
ら
れ
ず
、
財
政
状
況

の
良

く
な
い
基
金
は
、
解
散
ま
た

は
他
の
企
業
年
金

へ
移
行
す

る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
る
。

一
部

の
基
金

で
は
、
解
散

方
針
が
決
議
さ
れ
て
お
り
、

年
金
記
録
の
突
合
せ
が
終
了

し
、
解
散
が
認
め
ら
れ
た
後
、

加
入
事
業
所
は
減
額
に
な
る

給
付
を
他
の
企
業
年
金
や
中

小
企
業
退
職
金
共
済
に
移
す

か
、
退
職

一
時
金
制
度
に
移

す

か
選
択

す

る
。

そ

の
前

に
、
任
意
に
基
金
か
ら
脱
退

す
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
積

立
不
足
が
あ
れ
ば
、
狙

応
の

拠
出
金
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら

な

い
。
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簾

趾

「日
本
版

Ｉ
Ｒ
Ａ
導
入
」
話
題
に

公
的
年
金
の
比
重
が
下
が

る
と
考
え
ら
れ
、
個
人
に
は

ま
す
ま
す
自
助
努
力
が
求
め

ら
れ
る
し
、
企
業
年
金
な
ど
、

私
的
年
金
の
重
要
性
も
増
し

て
く
る
。

日
本
で
は
職
場
や
会
社

ヘ

の
帰
属
意
識
が
強
く
、
企
業

が
退
職
金
、
企
業
年
金
や
積

立

制
度

な
ど

の
福

利

厚
生

を
提
供
す
る
の
が
通
常
で
あ

る
。
中
小
零
細
企
業
や
自
営

業
者
も
含
め
て
、
企
業
年
金

の
上
乗
せ
に
も
な
る
、
国
民

全
体
に
向
け
た
積
立
制
度
も

必
要
に
な
る
だ
ろ
，２

現
状
、
積
立
優
遇
制
度
と

し
て
は
、
財
形
貯
蓄

の
他

に

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
今
一―
サ
）
が
あ
る

が
、
優
遇
内
容
が
限
ら
れ
、
期

限
も
決
ま
っ
て
お
２

米
国
の

税
制
優
遇
の
あ
る
老
後
資
金

の
積
立
制
度
で
あ
る
Ｉ
Ｒ
Ａ

（
個

人
退
職
勘
定
）
に
似
た

制
度
が
作

れ
な
い
か
と

「
日

本
版

Ｉ
Ｒ
Ａ
の
導
入
」
が
話

題
に
な
っ
た
。

Ｉ
Ｒ
Ａ
は
企
業
の
従
業
員

だ
け
で
な
く
、
個
人
も
含
め

て
広
く
普
及
し
て
い
る
個
人

年
金

（積
立
）
で
あ
る
。
運
用

先
を
選
択
で
き
、
一
定
額

（年

５
５
０
０
ド
ル
）
は
所
得
控

除
を
受
け
ら
れ
る
。

残
高
は
６

・
５
兆
ド
ル
あ

り
、
確
定
拠
出
年
金

で
あ
る

４
０
１
（
ｋ
】
Ｚ
フ
ン
の
４
・

２
兆
ド
ル
や
確
定
給
付
型
の

企
業
年
金
の
３
兆
ド
ル
を
大

幅
に
超
え
て
い
ゑ

自
ら
積
み

立
て
る
こ
と
か
ら
、
企
業
年
金

の
上
乗
せ
に
も
な
っ
て
い
る
。

公
的
年
金
の
減
額
を
私
的

年
金
で
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
、

新

し
い
個
人

・
企
業
年
金
を

導

入
し
た
国
も
あ
る
。
ド
イ

ツ
の
リ
ー
ス
タ
ー
年
金
と
い

う
制
度
で
、
国
が
直
接
、
補
助

金
を
支
給
す
る
個
人
年
金
制

度
で
あ
る
。
企
業
年
金
と
し

て
の
企
業
型
も
あ
る
。

米
国
で
は

１４

年

１
月
、
労

働
者
の
半
数
が
企
業
年
金
を

提
供
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
税
制
優
遇
が
あ
り
、
国
債

の
よ
う
な
リ
ス
ク
の
低

い
資

産

の
み
で
運
用
す
る
シ
ン
プ

ル
な
制
度
と
し
て
「
ｍ
ｙ
Ｒ

Ａ
（低
所
得
者
向
け
個
人
退

職
勘
定
と
を
導
入
す
る
こ
と

を
、
オ
バ
マ
大
統
領
が
発
表

し
た
ｏ
‐４

年
中
に
実
施
予
定

で
あ
る
。

こ
れ
は
任
意
加

入
だ
が
、

英
国
で
は
、
企
業
年
金

の
普

及
率
低

下
に
よ
り
、
国
民
の

老
後
資
金
が
不
足
す
る
こ
と

を
懸
念

し
て
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
（
国

家
一雇
用
貯
蓄
信
託
）
と
い
う

確
定
拠
出
型
制
度
を
実
施
。

企
業
年
金
な
ど
に
加
入
し

て
い
な
い
被
用
者
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｓ

Ｔ
に
い
っ
た
ん
強
制
的
に
加

入
さ
せ
、
希
望
す
れ
ば
脱
退

で
き
る
職
域
経
由
の
年
金
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
国
民
の
老

後
資
金
形
成
の
た
め
に
各
国

が
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
奄

日
本
で
も
、
公
的
年
金

の

持
続
可
能
性
を
高
め
、
私
的

年
金
と
合
わ
せ
て
、
老
後
資

金
を
確
保
す
る
施
策
が
必
要

だ
ろ
，２

（意
見
に
わ
た
る
個
所
は
、
筆

者
個
人
の
も
の
で
あ
り
、所
属
会

社
等
の
も
の
で
は
な
い
）

厚
年
基
金
は
一段
落
、企
業
年
金
の
検
討
へ

公
的
年
金
で
は
、
厚
生
労

働
省
で
５
年
に
１
回
の
財
政

検
証
の
作
業
が
行
わ
れ
て
い

る
。
将
来

の
資
産
運
用
の
利

回
り
、
賃
金

の
上
昇
率
や
出

生
率
の
見
込
み
を
前
提
に
い

く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
に
分
け

て
、
将
来
の
人
口
、
保
険
料
収

入
や
資
産
額
の
変
動
を
予
測

す
れそ

の
結
果
、
勤
労
者

の
平

均
収
入
に
対
す
る
年
金
額
の

割

合

で
あ

る
所
得

代

替

率

を
、
将
来

に
わ
た
っ
て
５０

％

に
維
持
で
き
る
か
（
０９

年

は

６２

・
３
％
）
確
認
す
る
。
前
回

は
、
標
準
的
な
パ
タ
ー
ン
で
２

０
３
８
年
度
に
５０

．
．
％
だ

っ
た
。

今
回
の
財
政
検
証
で
注
目

さ
れ
る
の
は
、
１３

年

８
月
に

最
終
報
告
が
行
わ
れ
た
社
会

保
障
制
度
改
革

国
民
会
議

で
提
案
さ
れ
た
項
目
に
基
づ

い
た
試
算
が
行
わ
れ
る
こ
と

だ
。
そ
こ
で
は
次

の
４
点
が

提
案
さ
れ
た
。

①

マ
ク
ロ
経
済

ス
ラ
イ
ド

の
見
直
し

②
短
時
間
労
働
者
に
対
す

る
被
用
者
保
険
の
さ
ら
な
る

適
用
拡
大

③
高
齢
期
の
就
労
と
年
金

受
給
の
在
り
方

（年
金
支
給

開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
を
含

む
）④

高
所
得
者
の
年
金
給
付

見
直
し

①
は
物
価
が
下
が
っ
た
時

に
も
マ
ク
ロ
経
済

ス
ラ
イ
ド

を
実
施
す
る
。
②

は
パ
ー
ト

の
人
に
対
し
て
、
厚
生
年
金

や
健
康
保
険
の
対
象
範
囲
を

さ
ら
に
広
げ

奄

③
は
支
給

開
始
年

齢

を

雇
用
延
長
と
合
わ
せ
て
検
討

し
、
現
在
の
原
則

６５

歳
か
ら

引
き
上
げ
る
。
④
は
高
所
得

者
を
対
象
に
、
老
齢
基
礎
年

金
の
減
額
を
検
討
す
る
。

最
近
の
報
道

で
は
、
国
民

年
金
の
保
険
料
拠
出
の
原
則

の
上
限
年
齢

を

６０

歳

か
ら

６５

歳
ま

で
延

長

す
る
こ
と

や
、
繰
り
下
げ
可
能
年
齢
を

現
在
の
７０

歳
か
ら

７５

歳

に

引
き
上
げ
る
こ
と
も
検
討
さ

れ
る
と
い
２

社
会
保
障
審
議
会

。年
金

部
会

で
検
討
さ
れ
、
内
容
が

具
体
化
す
る
も
の
か
ら
、
１５

年
以
降
の
国
会
に
法
案
と
し

て
提
出
さ
れ
る
だ
ろ
，２

企
業
年
金
に
つ
い
て
は
、
企

業
年
金
部
会
で
制
度
の
検
討

が
行
わ
れ
、
厚
生
年
金
基
金

の
見
直
し
が

一
段
落

し
た
こ

と
か
ら
、
今
後
、
企
業
年
金
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
予
定

で
あ
る
。

中
小
企
業
を
中
心
に
企
業

年
金
離
れ
が
予
想
さ
れ
、
将

来
の
老
後
資
金
不
足
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
規
制
緩

和
や
中
小
企
業
が
導
入
し
や

す
い
制
度
の
検
討
が
行
わ
れ

る
だ
ろ
う
。

え
ん
ど
う
。た
だ
ひ
こ
　
早
大
卒
、
日
本
団
体
生
命

（現
ア
ク
サ
生

命
）、
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
⌒現
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
）、
日
本

Ｉ
Ｂ
Ｍ
を
経
く

２
０
０
０
年
三
和
銀
行

（現
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）

に
入
気

現
在
、
一曇
々
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
・年
金
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
で

内
外
年
金
制
度
等
の
リ
サ
ー
チ
を
担
当
。
著
書
に
『Ｑ
＆
Ａ
こ
れ
だ
け
は

知
っ
て
お
き
た
い
確
定
拠
出
型
年
金
Ｅ
傘
粋
【セ
ー
ル
ス
こ

が
あ
る
。


